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令和 5 年 3 月 9 日 
第３回常任委員会決定 

 

第 84 回国民スポーツ大会競技用具整備基本方針 

 

 第 84 回国民スポーツ大会（以下「大会」という。）の競技運営に要する器具・用

具（以下「競技用具」という。）については、競技運営に万全を期するとともに、

本県スポーツの普及・振興に資するため、次の方針に基づき計画的に準備する。 

 

１ 整備の主体 

第 84 回国民スポーツ大会の正式競技及び特別競技の競技用具の整備は、第 84

回国民スポーツ大会県及び会場地市町村の業務分担・経費負担基本方針及び同

細則並びに別に定める競技用具整備計画に基づき、県及び会場地市町村が行う

ものとする。 

公開競技及びデモンストレーションスポーツの競技用具の整備は、主管する

競技団体等において行うものとする。 

 

２ 推進体制 

競技用具の整備に当たっては、県と競技会場地市町村が十分協議するととも

に、県競技団体、公益財団法人日本スポーツ協会、中央競技団体等と連携の上、

推進するものとする。 

 

３ 整備方法 

 競技用具は、原則として、県、競技会場地市町村、県競技団体等が現有するも

のを活用することとし、現有の競技用具で不足するものについては借用し、借用

が困難な場合についてのみ購入するものとする。 

 

４ 配慮が必要な競技用具 

  一般の利活用が見込めない競技用具や通常の競技会運営に必要な競技用具の

量、質を超えて整備しなければならないものについては、別に定める。 

  なお、整備に当たっては、他県との共同調達等を検討するものとする。 

 

５ 保管・利活用 

  購入する競技用具の保管、大会終了後の利活用等については、県及び競技会場

地市町村がそれぞれの責任において行うものとする。 
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年度 県競技団体 中央競技団体

Ｒ６
６年前

第84回国民スポーツ大会　　競技用具整備業務スケジュール

県準備委員会 会場地市町村

Ｒ７
５年前

Ｒ８
４年前

Ｒ９
３年前

Ｒ１０
２年前

Ｒ１１
１年前

Ｒ１２
開催年

注：このスケジュールは必要に応じて改訂する　　　

競技用具整備要項の作成

とりまとめ

計画修正

競技用具再配置計画の決定

大会終了後

競技用具整備計画（第１次）調査
検討・作成 確 認協 力

ヒアリング

特注・注文製造等の把握
借用先の検討・把握

競技用具保管・取扱要領の決定

協 力

保管依頼及び賃与 競技用具借受（リハーサル大会）

競技用具再配置 競技用具返却

競技用具整備（第１次）

説明会（市町村・競技団体へ説明）

競技用具整備計画（第２次）の受理・とりまとめ 計画修正

競技用具整備計画（第２次）調査 検討・作成 確 認協 力

ヒアリング

特注・注文製造等の把握
借用先の検討・把握

県有施設・特定競技用具購入の検討

とりまとめ

競技用具整備計画（第３次）の受理・とりまとめ 計画修正

競技用具整備計画（第３次）調査 検討・作成 確 認協 力

ヒアリング

とりまとめ

競技用具整備計画（最終）の受理・とりまとめ

競技用具整備計画（最終）調査 検討・作成 確 認協 力

ヒアリング

整備計画（第１次）決定

県有施設・特定競技用具購入の検討

次年度整備分予算要求

とりまとめ

次年度整備分予算要求

計画修正

整備計画（第２次）決定

協 力競技用具整備（第２次）

次年度整備分予算要求

協 力競技用具整備（最終）

保管依頼及び賃与 競技用具借受

整備計画（最終）決定

県有施設・特定競技用具購入の検討

競技用具整備計画（第１次）の受理・とりまとめ
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記録業務の概要 
 

１ 記録業務とは 

記録業務は、会場地市町村及び県競技団体との密接な連携のもと、次の業務を行う。 

（１）記録本部の設置（県記録本部・競技会場記録本部） 

（２）競技記録及び競技運営に関する情報（以下、競技記録等）の収集・速報 

（３）総合成績の算出 

 

２ 競技記録等について 

 競技会における「競技記録に関する情報」と「競技運営に関する情報」を競技記録

等といい、次の区分に基づき、競技会場記録本部において「帳票」を作成し、県記録

本部へ送信する。 

区分 主な内容 

競技記録に 

関する情報 

競技記録 
競技結果、トーナメント表、スタートリスト、 

戦評等 

競技報告 
プログラム修正、記録訂正、監督・選手交代、 

新記録等 

総合成績 総合成績一覧等 

競技運営に 

関する情報 

定期連絡 競技開始連絡、競技終了連絡等 

緊急時対応連絡 競技の中断･再開･中止、日程変更、緊急搬送等 

（１）競技記録の公表 

 県記録本部（競技会場記録本部）は、競技記録等を報道関係機関及びＨＰ上に公

表する。競技結果に関する情報は、原則として競技会場記録本部から提供後、30 分

程度で公表する。 

（２）大会終了後の競技記録等の公表 

 県記録本部（競技会場記録本部）は、日本スポーツ協会との協議に基づき、大会

終了後一定期間（概ね開催年の 12 月）、競技結果に関する情報を引き続きＨＰ上に

公表する。 

 

≪参考：SAGA2024 国スポにおける様子≫ 

［県記録本部］            ［競技会場記録本部］ 
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３ 記録業務の流れ（特別国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」業務マニュアルより抜粋加工） 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ 記録業務の用語説明 

① 県記録本部 開催基準要綱に基づき、県委員会が設置する記録本部のこと。 

② 競技会場記録本部 会場地委員会が競技会場ごとに設置する記録本部のこと。 

③ 競技記録主会場 
競技会場記録本部のうち、競技記録等の収集・速報及び競技別

総合成績を算出し、県記録本部へ送信する会場のこと。 

④ 競技記録副会場 

競技会場記録本部のうち、競技記録等を収集・速報するととも

に、競技記録主会場へ送信する会場のこと。 

ただし、競技日程等により県記録本部へ送信する場合もある。 

⑤ 
競技情報責任者 

競技情報担当者 

責任者を競技記録主会場に、担当者を競技記録副会場に配置

し、「競技運営に関する情報」の収集・速報業務の把握・総括

及び問い合わせ等の業務を行う。 

⑥ 
競技記録責任者 

競技記録担当者 

責任者を競技記録主会場に、担当者を競技記録副会場に配置

し、「競技記録に関する情報」の収集・速報業務の把握・総括

及び問い合わせ等の業務を行う。 

⑦ 総合成績算出責任者 
中央競技団体及び総合成績責任者との連絡調整及び総合成績

の算出を行う。 

⑧ 総合成績責任者 
中央競技団体が選出し、競技別総合成績の確認及び確定させ

る。 

⑨ 記録送信員 
県（共同通信社）が競技記録主会場に配置し、競技記録主会場

から県記録本部へ競技記録等の送信業務を行う。 

 

競技記録等

競技別総合

成績

記録情報処理

総合成績

競技別総合成績

の算出

競技記録等

総合成績責任者

競技記録主会場

総合成績計算責任者

速報（掲示・配布） 表彰式

国体HP

総合閉会式

天皇杯・皇后杯

(都道府県総合成績)

プレスセンター

競技会場（競技団体・市町）で実施 県記録本部及び共同通信社で実施

競技記録等

競技記録副会場

競技情報・記録担当者

競技記録副会場

速報（掲示・配布）

競技会場が複数ある場合

記情

競技情報・記録責任者

競技会場記録本部

記情

記情

競技記録等

速報（掲示・配布）

①

③④

⑤⑥

⑤⑥

⑦

⑧

⑨

競技情報・記録担当者

送信

送信

回付

回付

総

競技別総合成績

の確認・署名

（確定版のみ）
総

回付

回付

記録送信員

共同通信本社

公表

県記録本部

公表

照合

算出

表彰

照合

送信

②

⑤⑥

会場地委員会 
県委員会 

（共同通信社） 
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記録業務 関係諸規定 
 

国民スポーツ大会開催基準要項 

37 記録 

（1）開催県実行委員会は、競技成績等を記録し、円滑に発表する。 

（2）競技成績等記録の情報処理に関しては、別に定める「国民スポーツ大会記録情報処理

要項」に基づき行うものとする。 

 

国民スポーツ大会記録情報処理要項 

１ 目的 

国民スポーツ大会における競技成績等記録の情報処理を適切に行い、円滑に発表する

ために国民スポーツ大会開催基準要項第 37 項に基づき、本要項を定める。ただし、冬

季大会については本要項の対象としない。 

２ 記録業務 

第 1 項に定める目的を達成するための業務全般を記録業務といい、以下の業務を行う

ものとする。 

（1）記録本部の設置 

開催都道府県実行委員会（以下「開催県実行委員会」という。）は、記録本部を設

置する。 

（2）記録情報の収集 

開催県実行委員会は、中央競技団体等と連携し、競技成績等の記録を迅速に各競

技会場より記録本部に収集する。 

（3）記録情報の発表 

(a) 開催県実行委員会は、記録情報を次の事項毎に分類し、報道関係機関及びイン

ターネット上に発表する。ア（競技結果のみ）、イ、カ（天皇杯・皇后杯得点の

み）、クについては、携帯電話等でも閲覧可能な形式とする。 

ア 競技日程・競技結果 

イ 都道府県別競技結果 

ウ トーナメント表 

エ 決勝記録一覧 

オ 新（タイ）記録一覧 

カ 総合成績一覧 

・ 天皇杯・皇后杯得点 

・ 競技別総合成績 

・ 競技別種別得点 

・ 季別総合成績 

キ プログラム訂正・連絡物 

ク お知らせ 

ケ 翌日の対戦組み合わせ等 

コ その他開催県が必要とする事項 

(b) 競技結果に関する情報は、原則として競技団体による記録の提供から 30 分程

度で発表する。 

（4）総合成績の算出、帳票作成 

開催県実行委員会は、総合成績の算出を行い、次の帳票を作成する。 

ア 天皇杯・皇后杯総合得点一覧表 【様式例 1】 

イ 男女総合成績（天皇杯得点）一覧表 【様式例 2】 

ウ 女子総合成績（皇后杯得点）一覧表 【様式例 3】 
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エ 男女総合成績（天皇杯参加得点）一覧表 【様式例 4】 

オ 女子総合得点（皇后杯参加得点）一覧表 【様式例 5】 

カ 競技別男女総合成績一覧表 【様式例 6】 

キ 競技別女子総合成績一覧表 【様式例 7】 

ク 種目別得点集計表 【様式例 8】 

（5）成果物 

(a) 開催県実行委員会は、第 2 項（3）‐（a）に定める記録情報の成果物を、公益

財団法人日本スポーツ協会（以下「日本スポーツ協会」という。）との協議によ

り決められた期間内に日本スポーツ協会へ提出する。 

(b) 開催県実行委員会は、第 2 項（4）において作成した帳票を、日本スポーツ協会

へ速やかに提出する。 

（6）大会終了後の記録の公開 

開催都道府県は、日本スポーツ協会との協議に基づき大会終了後一定期間、競技

成績等記録の情報をインターネット上に引き続き公開する。 

３ 国民スポーツ大会記録情報処理システムの指定 

（1）第 1項に定める目的を達成するためのハードウェア、ソフトウェア及び運用・管理

等を含め構築されたものを国民スポーツ大会記録情報処理システム（以下「国スポ

記録システム」という。）という。 

（2）日本スポーツ協会は、開催県実行委員会における記録業務が安定的かつ円滑に行わ

れるよう、外部の第三者に依頼してシステムの評価を行い、その報告を受けて国民

スポーツ大会委員会において業績、性能、安定性、経済性等を総合的に判断し、優

秀なシステムを国スポ記録システムとして指定する。 

（3）開催県実行委員会は、日本スポーツ協会が指定した国スポ記録システムを用いて記

録業務を行うものとする。 

（4）国スポ記録システムの指定に関しては、別紙「国民スポーツ大会記録情報処理シス

テムの指定に係る手続きについて」に基づき行うものとする。 

４ その他 

本要項は、必要に応じ国民スポーツ大会委員会にて見直すものとする。 

＜附則＞ 

（1）本要項は、平成 19 年 3 月 7日に制定、同日より施行する。 

（2）本要項は、平成 20 年 8 月 27 日に改定、同日より施行する。 

（3）本要項は、公益財団法人日本体育協会の設立の登記の日（平成 23 年 4 月 1日）か

ら施行する。 

（4）本要項は、平成 30 年 4 月 1日に改定、同日より施行する。 

（5）本要項は、令和 4年 6 月 7日に改定、同日より施行する。 

（6）本要項は、令和 6年 1 月 1日に改定、同日より施行する。 
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開催手続 競技運営専門委員会 準備（実行）委員会 会場市町村 競技団体

2024年
(R6)

6年前

2025年
(R7)

5年前

2026年
(R8)

4年前

2027年
(R9)

3年前

2028年
(R10)

2年前

2029年
(R11)

1年前

2030年
(R12)

開催年

　※先催県の事例に基づき作成した内容であり、今後変更となる場合があります。

年度

 第84回国民スポーツ大会
競技別リハーサル大会開催業務 スケジュール

中央競技団体

正規視察

開催申請

内定

会場地総合視察

（文科省・JSPO）

開催・会期

決定

リハーサル大会開催基準要項

の作成

【審議】

・開催基準要項策定

開催意向（第１次）調査 候補競技会の調査・回答 協議

ヒアリング・調整 （必要に応じて）

開催意向（第２次）調査

開催経費（第１次）調査
候補競技会の調査・回答

（実施計画・見込経費等）
協議

候補競技会実施計画・所要見込額等ヒアリング・素案の加筆修正

自衛隊協力要請 希望調査 検討・回答 協議

「運営要領」の作成

業務推進計画・各種計画の作成

（広報・配宿・輸送交通など）
協議【審議】

・候補競技会報告

・運営要領の策定

開催経費（最終）調査 大会経費の積算・回答 協議

候補競技会実施計画・所要見込額等ヒアリング

候補競技会（案）作成
【審議】

・候補競技会（案）

検討・回答（要請計画作成） 協議

開催経費（最終）調査 修正 大会経費の積算・回答 協議

業務推進計画・各種計画の作成 協議

申請書 集約【審議】 （6月頃）

・大会開催承認
「開催申請書」 提出

開催承認通知 交付 開催承認通知 受理

・「競技別ﾘﾊｰｻﾙ大会の手引」

作成・配布

・「競技別ﾘﾊｰｻﾙ大会実施要項

等」の作成依頼

・競技別ﾘﾊｰｻﾙ大会実施要項原案の作成

・競技運営計画の作成

・大会役員等・競技役員・競技補助員の編成、協力依頼

自衛隊協力依頼 ※必要に応じて

補助金交付要綱の作成 事業計画・大会収支予算書・大会実施要項作成

自衛隊協力要請 計画調査

自衛隊協力協定締結、覚書交換

※必要に応じて

大会実施本部設置

役員・係員必携作成、賞状等の準備

役員委嘱、大会実施要項、参加申込、

宿泊申込書の印刷・発送

大会プログラムの作成

監督・審判・大会役員会議

競技別 リハーサル大会 開催

反省会開催・報告書 作成

礼状の作成・発送

参加申込、宿泊申込 受理

輸送・配宿 決定
協議

報告書 受理

補助金実績報告書 作成補助金額の確定・清算
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 参考資料  
 

デモンストレーションスポーツ実施予定競技 概要 

 

１．フットサル 

1チーム5人で自由に交代しながら競

技が行われる。サッカーに比べてピッ

チが小さい分、スピーディーなプレー

や豪快なシュートを間近で楽しむこ

とができる競技。 

またボディコンタクトが禁止されて

いるため、女性や子どもも参加しやす

い競技である。 

 

 

 

 

 

 

２．ビリヤード：ナインボール 

ビリヤード・テーブルの上で球をキュ

ー・スティックで突いて、競技点数を

競う競技。 

ナインボールは、最小番号の的玉から

順番にあてて9番ボールをポケットし

た方が勝ちの競技である。 

 

 

 

 

 

 

 

※とちぎ国体 デモスポ報告書より 

※SAGA 国スポ デモスポ報告書より 

【会場予定地】 益田市民体育館（益田市） 

【主管団体】 一般社団法人 島根県サッカー協会 

【実施内容】 フットサル交流会 

【実施目的】 国スポを盛り上げる。フットサルの普及発展に努める。 

【会場予定地】 Billiards＆Café ARITTO（安来市） 

【主管団体】 島根県ビリヤード協会 

【実施内容】 個人対抗戦（クラス別） 

【実施目的】 ビリヤードを通じた健康増進・体力向上・地域の活性化 
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